緑ほんの続きです。

次に、緑ほんの１２３５ページをお願いします。
緑ほんの１２３５ページからは、介護予防・日常生活支援総合事業です。
緑ほんの、１２３８ページをお願いします。
１２３８ページの、右側の中央、下線、加えて、からです。
これは、令和３年度の改正で、要支援者が指定形式ではなく、補助形式により実施されるサービスを受けている場合は、その利用者が要介護者になった場合であっても、継続して補助形式によるサービスを受けることができることと改正されました。指定を受けて事業所が行うサービスは、この改正の影響はありません。

次に、緑ほんの１２５１ページをお願いします。
資料の５ページをお願いします。
玉野市が指定形式で実施する事業です。エー２、エー3、エー6、エー7を実施しています。
総合事業については、より広く事業を実施していただけるよう、令和３年度から単価や制度を改正いたしました。要介護者と要支援者のつなぎ目のないサービスの提供や、重度化の防止の点から、広く実施していただきたいと考えています。

次に、緑ほんの１２６２ページをお願いします。
緑ほんの１２６２ページは、つき途中に、左側の列から上側の行へ要介護度やサービスが変更した際の、給付管理者について定めた表です。
例えば、在宅サービスの要介護者が、同月に小規模多機能型居宅介護に異動した場合は、居宅介護支援事業所が給付管理を行います。左側の上から２行目と、上側の左から４列目の交わる部分が、居宅介護支援事業所に該当します。

次に、緑ほんの１３６６ページをお願いします。
緑ほんの１３６６ページは、月額包括報酬の日割り請求にかかる適用です。
誤りやすい内容として、小規模多機能型居宅介護の起算日は契約日ではなく、初回のサービス提供日です。初期加算も同様です。

次に、緑ほんの１３７８ページをお願いします。
緑ほんの１３７８ページは、通所介護等の区分支給限度基準額に係る給付管理の取扱い関係資料です。令和3年度に、次の２点が改正されました。
１点目は大規模がた事業所であっても、区分支給限度基準額の計算は、通常規模がたの単位数を用います。
２点目は同一建物げんさんが適用される場合であっても、区分支給限度基準額の計算は、げんさんを適用する前の単位数を用います。


以上で、令和3年度玉野市地域密着型サービス等集団指導、緑ほん編を終了いたします。
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